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事業化プロジェクトの概要 

名称 大府市バイオマス産業都市構想 

実施主体 大府市、オオブユニティ株式会社、ＮＰＯ法

人知多ＡＢＣネット 

使用する技術 メタン発酵 

実施体制 プラントメーカー 水ｉｎｇ株式会社 

設計・施工業者 水ｉｎｇ株式会社 

概要 

（計画） 

バイオマス原料 生ごみ、食品廃棄物、農業集落排水汚泥 

し尿等 

原料処理量(t/年) 生ごみ 1,825t/年  

食品廃棄物 16,250t/年 

農業集落排水汚泥 175t/年  

し尿等 7,300t/年 

原料投入量(t/年) 同上 

生産物 乾燥汚泥肥料 

汚泥燃料 

発電の場合は発電

量(kwh/年) 

5,000,000kwh/年 

 

FITの適用 ■FIT適用        □FIT対象外 

堆肥化製造量(t/年) 865t/年 

副産物（液肥等）

生産量(t/年) 

汚泥燃料 850t/年 

 

 

 



 

バイオガス発電施設全景 

 

 

前処理設備 

 



 

バイオガス発電施設 発酵槽 

 

 

バイオガス発電施設 バイオガス発電機 

 

 

 

 



 

バイオガス発電施設  発酵残渣乾燥機 

 

 

バイオガス発電施設 工業汚泥肥料 

 

 



バイオマス事業の進捗状況 

 

イニシャルコスト （千円） 

事業化プロジェクト 1.バイオガス発電施設 

建設費・設備費等 2,394,000千円 

 

成功要因 

事業化プロジェクト名 成功要因 

バイオガス発電施設 

 

 

 

 

食品リサイクル法において、食品関連事業者等にリサイクル

が義務付けされているが、環境意識の高まりや国が進める脱

炭素社会の実現に寄与するため、義務付け対象外の事業

所から排出される食品残渣についてもリサイクルしたいというニ

ーズが増えてきていることが要因と考えられる。 

 

 

 

事業化プロジェクト 進捗状況 

1.バイオガス発電施設  2014年２月着工、平成27年7月竣工、 

2015年8月稼働 

2. 事業系生ごみ 2015年8月利用開始 

3. 産廃系生ごみ 2016年1月利用開始 

4. 農業集落排水汚泥 2020年4月 農業集落排水の下水道接続により事業終了 

6. 家庭系生ごみ 201910月～12月モデル事業実施（約100世帯） 

2020年9月～11月モデル事業実施（約200世帯） 

7. バイオガス発生 2016年4月製造開始 

8. メタン発酵肥料 2017年２月利用検討 

2020年4月10日 肥料登録 

9. 乾燥汚泥燃料 2018年３月製造開始 



波及効果（雇用増加、CO2削減効果等） 

事業化プロジェクト 成功要因 

バイオガス発電施設 

 

上記理由により、循環資源の受入れが順調に進んだことに

よる。 

 

バイオマス産業都市推進協議会による支援の希望の有無 （■有・ □無） 

 

受けたい支援内容 

全国の事例における、メタン発酵肥料の販路拡大に参考となる取り組みについてご教

授いただきたいと思います。 

 


